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衆
議
院
議
員
青
山
雅
幸
君
提
出
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
検
討
状
況
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
（
平
成
二
十
六
年
四
月
十
一
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
、

平
成
二
十
七
年
七
月
十
六
日
に
経
済
産
業
省
が
策
定
し
た
「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
」
（
以
下
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ

ク
ス
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
平
成
四
十
二
年
度
時
点
の
総
発
電
電
力
量
に
占
め
る
原
子
力
発
電
の
割
合
に
つ
い
て
は
二

十
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
の
割
合
に
つ
い
て
は
二
十
二
パ
ー
セ

ン
ト
か
ら
二
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
平
成
四
十
二
年
度
時
点
の
総
発
電
電
力
量
に
占
め
る
原
子
力
発
電
の
割
合
に
つ
い
て
は
、

安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
お
お
む
ね
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
ま
で
改
善
す
る
こ
と
、
電
力
コ

ス
ト
は
現
状
よ
り
も
引
き
下
げ
る
こ
と
及
び
欧
米
に
遜
色
な
い
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を
掲
げ
る
こ
と
と
い
っ
た
政
策
目

標
を
同
時
に
達
成
す
る
に
当
た
っ
て
、
徹
底
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
導
入
、
火

力
発
電
所
の
高
効
率
化
等
に
よ
り
可
能
な
限
り
原
発
依
存
度
を
低
減
す
る
こ
と
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
平
成
四
十
二
年

一



度
時
点
に
お
け
る
個
別
の
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
稼
働
の
状
況
や
設
備
利
用
率
を
想
定
し
て
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の

た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
現
時
点
で
予
断
を
も
っ
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
「
原
発
依
存
度
に
つ
い
て
は
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
火
力
発
電
所
の
効
率
化
な
ど
に
よ
り
、
可
能
な
限
り
低
減
さ
せ
る
」
と
し
て
お
り
、

こ
れ
を
受
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
は
、
「
東
日
本
大
震
災
前
に
約
三
割
を
占
め
て
い
た
原
発
依
存
度
は
、
二

十
パ
ー
セ
ン
ト
〜
二
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
へ
と
大
き
く
低
減
す
る
」
と
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
導
入
と
国
民
負
担
の
抑
制
の
両
立
に
向
け
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
コ
ス

ト
の
低
減
に
向
け
た
研
究
開
発
等
の
推
進
及
び
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
効
率
的
な
導
入
を
促
す
た
め
の
電
気
事

業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
に
基
づ
く
入

札
制
度
等
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
既
存
の
電
力
系
統
を
最
大
限
活
用
す
る
た
め
、
電
力
系
統
に
接
続
さ
れ
た
電
源
の
発

電
電
力
量
が
当
該
系
統
の
容
量
を
上
回
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
電
源
の
出
力
を
制
御
す
る
等
の
一
定
の
条
件
を
付

二



し
た
上
で
電
力
系
統
へ
の
接
続
を
認
め
る
等
の
運
用
の
仕
組
み
の
検
討
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

三


